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0． は じめ に

　黒 Yajurveda学 派の brEhmarpaに は，　 P呵 apati （以下 p．）が諸生物 を創 り出 した後

に骨盤 が緩 み 外れ た， とい う短い 神話が伝 え られ て い る．「骨盤」は ある種 の 土器

と 同 じ ukh6 一の 語 で 呼 ば れ ，　 P．は 2 つ の 土 器 （ukha ） を用 い て 自らの 骨盤 （ukha ，

du．1））を治療 する． この 事が ， 祭式の あ る場面で ukha を 2 つ 用い る 由来 と して 語

られ，現実の 祭式にお ける道具の 使用が R の 治療 を意図す る とい う，

一
種 の 呪術

的構造 を以 て 説明 され る． また GELDNER 及 び ScARLATA が 指摘す る とお り，皐gveda

IV　19
，
9 にあ る ukhachid − 「火鉢 ／骨盤 を裂 く者」 とい う表現が こ の 神話 の 背景 に

想定 される 2）．

　ukha の 製法は，　 RAU に よ っ て 明 らか に され て い る （→ 注 8）．辞書類 の 第一 義に

は加熱調理用 の 容器で あ る事が挙げ られ るが ，
こ れ に併記 され る火 を入 れ る鉢と

して の 使用 も古 くまで 遡 れ る可 能性 を示 唆する要素 も見出され る 3）． 各印欧語 に

報告 され て い る 対応語彙は音韻上 正 確な
一
致 を示 さ ない が， 依然 と して 考慮 に入

れ る価値 は あろ う． ukha とい う語 は元来 ， 容器 を謂 う言葉 で あ り， そ れが あ る場

面で は身体 の
一

部を指す言葉 として 転用 され た と考えられ る 4）．本稿で は P．の 骨

盤が外れ た こ とを語 る 神話 を中心 に ， 祭式道具 としての ukha の 使用法とこ れ に ま

つ わ る神話 の展 開を跡づ けた い ．

1。 神話の 概略

MS 　IV 　1
，
3：498− 10P　5） ρ砌 命α ’ψρ吻 蝕 瑠 α畝 孟勾 o 肋 6 α5rα庸 θ‘畝 54 爾 勿跏 〃肋6吻 砌 1

prdtyadhatta．　ytid　etti　ukh9 　bhdvatah　prajopater　ev6khtiprdtidadhdti ．

P．は生 き物達 を放出 した （創 り出 した ）．彼の 2 つ の ukha は外れ た ．彼 は こ の （現 に用

い られ て い る）2 つ の ukha を用 い て 自らを元通 りに した．こ こ に ある 2 つ の UIChaが用 い

られ るの は，他 な らぬ P．の 両 ukha を ［祭官は］元通 りに する こ とに なる
6）．
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　この 神話 は ， 新月祭 ・満月祭 を基 本形 とす る
“

穀物祭
”
（lsti，

　Haviry  a）にお け

る ，upavasatha （準備 日）の 晩の 搾乳 と dadhi製造の br．に含 まれ る．搾乳及び牛乳

の 加熱は準備 日の 晩 と翌朝 （本祭当日） とに行 われ，当該神話 は，それぞれ 1 つ ず

つ ， 合計 2 つ の ukha 使用 の 意義づ け と して 語 られ る
7），　 Taittiriya派の パ ラ レル

は，TB 　III　2
，3，

1 に収 め られ る （→ 3．）．黒 Yajurveda学派は
一
致 して 同じ場面 に関

して 当該神 話 を伝 える が ， 白 Yajurveda学派の 対応 箇所 SB　I　7
，
1 は類似 の 神話 を

持 っ て い ない ．

2．　μ κゐ6−1配鳶1虚6＿

　男性名詞 blkhd 一は AV 　XI　3
，
18 （〜AVP 　XVI 　53

，
7）にの み在証 され る が

，
μ肋 6− （fem．）

は RV 以 来用 例 が あ る．　YV 諸 学 派 の br．はその 製造 過程 を詳細 に伝 えて お り，RAU

l972
，
16− 17に よ っ て 纏め られ て い る

8）．

　先述 1．及 び注 7 の よ うな加熱容器 としての 用法が伝 え られ る
一
方 ， 神話中 には

移動中 に祭火 を入 れて お く容器 と して の 用法 も見 られ る ． 例 えば， 人 間が最初 に

手 に 入 れ た 祭火 の 由 来 を伝 え る PurUravas と UrvagTの 神 話 で は ，　 Pur［iravasは

Gandharva達か ら与えられ た火を u   互に入れて持ち帰る
9）． また ，

　 V 歪  adeva が異

部族 （非イ ン ド ・ア
ーリヤか ）の 女性 Kusitayi！Kusidayr と戦車競争 を行 う説話 に お い

て ，鴨 madeva は dlkhya一に の 語は AV
，
　YSm ＋）agn 　i− 「ukh5 に入 れ た火」を持 っ て い

る
1°）． こ れ らの 神話 には ， イ ン ド

・
ア

ー
リヤ 諸部族 の イ ン ド亜 大 陸入植以前， イ

ン ド・イ ラ ン共通時代の 痕跡が認 め られ る事が 近年指摘 され て お り （→ 注 10）， 移

動中の 火入 れ容器 と して の使用 も， 往古の遊 牧時代まで 遡 りうる と考え られ る．

更 に ，Agnicayana 祭の 準備期 間に祭主 が ukhE に火 を入 れ て 首 に掛け， 1年間保持

する の は ， 移住遊牧時代の 模倣儀礼 と考 えられる ． こ の よ うな，移動時 に火を運

ぶ 為の 容器 として の 用 法は ， 定住化が 進む過程 で 次第に 減少 し
，
Agnicayana の よ

うな祭式中に そ の 痕跡 を留め た もの と推測 され る．

3． 骨盤 と して の ukha

　P の 神話 の Taitti灯ya 派 version ，　TB 　III　2
，
3

，
IPIDは ， 同派 が 先述 の MS 及 び KS

とは 異 なる神学議論上 の 発展段階に あ っ た事 を示唆 して い る． TB 独 自の 要素 と

して，R が創出 したの が諸生物で は な く祭式で ある点，　 P．と祭式との 同
一
視，　 ukha

の 使用が samnayya （〈 語根 nr ＋ sdm ）とい う特定の 供物 と関連づ け られて い る 点が

挙 げ られ る． samnayya は，整備 され た シ ュ ラウ タ祭式 で は特別 な新月祭 の 供物 と
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して 位置づ け られ る 12＞． Taittiriya派 は ， 他 2 派が 明示 し なか っ た要素 を議論 に組

み 込み ， 同派 にお ける祭式の 整備 は MS 及び KS よ り進 ん で い た もの と推測 され

る． III　7
，
4 （ee）に sdmnita −，　 Srtd−，　 dddhi一が 見 られ る点 も， 同様に解され る．

　SB　VI 　6
，
2

，
15　13） ［Agnicayana ，

　Dik副 （−SBK　VIII　6，2） 1こは，　 ukha ：：samidh 「焚 き

木」 ＝ atman 「胴体」 ：lgarbha 「胎児」 とい う対比 が見 られ，骨盤 と して の ukha の

位置づ けが 白YV 学派内部で 独自に拡張され た可能性が考え られ る．

4． P．の 骨盤神話 の 展 開

4．1． SB　I　6
，
3，35−37　i4） ［満月祭の upavasatha ］で は骨盤iだけで な く諸 々 の 関節が

緩み外れ た ， と弛緩す る部位が 拡大 され て い る． また ， R の 治療法 に つ い て も ，

2 つ の ukha を用い る事 に よ っ て 骨盤 を元通 りに す る， とい う黒 YV 学派 に対 し，

SB は ukha に は言及せ ず，　 Agnihotra等の 定期的に行 うHaviryajfiaに よ っ て諸関節

が接合 され る と し， 文脈 の 点で も特定 の 祭式行為か ら祭式全体 へ と拡 張 して い る ．

こ の 点 は， TaittirTya派が 独 白に伝える 「P．が 祭式 を創 り出 した 」 とい う伝承 と共

通 の背 景を持つ 可能性 も否定で きない ．

4．2． 全学派 に共通す る要素が 動詞 語根 sraMs 「緩 む」で あ る点 も注 目 され る． 白

W 学派 にお い て
，
P．が 緩ん だ とい う神話モ チ ー フ は

， 更 なる展 開 を遂げ る ，　 SB

VII　1
，
2

，
9−IO　is）［Agnicayana，　Pravargya］（一≦BK 　VIII　8

，
3）は， 同派 にお ける R と ukha

とを 同置す る 議論で ある ． た だ し， 主 眼 は P．の 復 活 （全身的治療） に あ り，黒 YV

が伝 える ukhE 使用 の 由来 を語 る 神話 とは大 きく異なる ．

5． 結論

　SB　I　6
，
3 の 神話 （→ 4．1．）は， 黒 YV 学派が 「搾乳 と dadhi製造」章で 言及する ，

P．の 骨 盤が外 れた神話 を改作 した もの と考 え られ る ． 黒 W で は
，

upavasatha の

晩と本祭当日の 朝 との 搾乳及び加熱に計 2 つ の ukha を用 い る 由来が説明され る．

SBで は骨盤iか ら諸関節 へ と弛緩部位 を拡張 し，　 P．の 治療 は Agnihotra等の 定期的

な諸 Haviryajfiaに よ る 1年間の接合 また は連結の 適切 な維持 と対照 され ，文脈の

面 か ら も意 図 の 拡 張 が 読 み 取 れ る ． 新 月満 月祭 で は ， 満 、月祭 の upavasatha を

samprati 「直ちに」行う事が P．の 治療 につ なが る と され る ．

　当該箇所 に先 立 つ SB　1　6
，
3

，
31 以 降に は ，　 tittaram「後の （また は 「次の 」）［夜 ］

に」upavasatha を行 うとい う選択肢の 利点を挙 げつ つ も， や は り直ち に upavasatha

を行うべ きだ と結論づ ける議論がある ，また
， 後 の 16

，
4 には 「新 月祭の upavasatha
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をい つ 行うべ きか 」 とい う議論 も含 まれ て い る． 更 に ， Agnicayana祭で は 空 の

ukha が P．その もの で ある と し，　 P．復活 とい う新 しい 議論へ と展 開する． 白YV 学

派は， 黒 YV 学派が伝 える神話を改作 し， よ り大 きな枠組み で神学議論を再構成

す る為 に採用 した もの と考 え られ る ．

　 RV の ukh αchid − （→ 注 2） も， これ らの 論点か ら 「骨盤 を裂 く」 と解釈す るの が

自然で あり， Windischが 指摘する よ うに ， 何 らか の 麻痺状態 ， 「腰を抜かす」の

よ うな慣用表現で あ っ た と考えるの が 自然で あろ う16）．

1）左 右 対 称 の 形 状 を 両 数 で 示 した もの か ． Caraka−Samhita　 IV　 7 ［舘血 asth亘na
，

SarTrasarpkhya］で は，骨盤の 骨 （≦roniphalaka ）の 数は 2 つ とされ る．出産時，骨盤の

靱帯は弛緩 して骨盤を可動性 に し，胎子の 通過 を助ける （骨部産道） （山内亮監修 『最

新家畜臨床繁殖学』朝倉書店， 1998
， p．　179ff．），難産の 1つ に 骨盤狭窄がある （同 pp．

291−292）． また，分娩後 の 障害 に産後起立不能症 （産後麻痺）が あ り，P の状態 にこ

の 症 状 が想 定 されて い た可能性 もあ る．ただ し，そ の 発生 要因 は十分 に は解析 され て

い ない とい う　（同 p．307），

2） RVIV 　l9
，
9vo 醒 rあ励 尠 厂伽 α9癬 ood 伽 伽

1癬 函 α雁 4 肋 副 vα の励 α肋 θ 1り 如 融 6

akhyad 　dhim　adadan6 　1　nir 　bhad　ukhachit 　sdm 　aranta 　pdrva 　11「処女の 息子が蟻達に囓 られ て

い る所 を，Hari達 を駆 る者 よ．君 は 巣か ら （救 っ て ）運 ん で 来 た．盲 目の 者 が は っ き

りともの を見た，蛇 を捕 っ た後で．骨盤を裂 く者 は逃れ 出る （免れ る）．関節達 は結合

す る」，C £ GELDNER　l　951の 当該箇所に対する注 ，
　 ScARLATA　1999

，
131，WINDIscH　1888，

　l　l　5
，

NEissER　1924，貰70　s．v．　ukhdchid （。der　einen 　HUftbruch　erlitten　hat“ ）．　 ukhli −chid 一の 語形 につ

い て ，cf．・AiG・II−149
， §21 β： 複合語前肢 の 女性名詞 語幹の 短音化．　 Paqini　VI　3

，
65 も同

様の 現象 を教 え る もの と考え られ る （尾 園絢
一氏 の教 示 に よる）．

3）PW 　s．v．　ukhd −：1）m ．　a）Kochtopf，　SchUssel．．．，2）μ磁 一f．　a）Kochtopfi　FeuerschUssel，
− b）

ein 　best．　Theil　des　Kdny）ers ；EWAia 　s．v ．　ukhd −：m ．　Kochtopf
，
　SchUssel（AV ），

　uk　hdi− f．　Kochtopf
，

Pfanne，　FeuerschUssel（RV ＋），
　Zikhya−in　der　FeuerschUssel　befindlich（A〜ζVS ＋）．

4）類似の例 として，ギ リ シャ 語の 斥o ’〃6 が 指摘 され てい る， cf．・WINDISCH　1888．

5）一　KS 　XXXI 　2：2，14−16P（KapS　XLVII　2：334，15−336，5P）．

6）Man 蠢rSU 　I　l，3，9− 10で は ，
　Ukhaで はな く kumbhi 「深鍋」が挙げられて い る ：partStrgea

”
ti

砂 rvα η2　agnim 　aparau 　ca．191　uttarato 　gdrhaρatyasya 　saηastir”e　dvedve　prayunakti　kumbhyau

Shkhopavitram　niddine 　dohanam　protsapim ．　I　l　OI「祭火の周 りに，東側 に ［敷き草を］撒 き

ひ ろげ る， また西側 に．G 祭火 の 北側 に，撒 き終わ っ た所に r
　 2 つ ずつ 揃 えて 置 く，2

つ の kumbhi，浄め の枝，2 本の端綱，搾乳桶，清めの 水 を⊥ c £ 西村 2014
， 注 30．

7） 空 の ukhfi を火に 掛 けて そ こ に搾 っ た牛乳 を入れ て 熱する ．例 えば MS 　IV　l
，
3 ：4

，
18P

dyaur　asi ．　p仙 ivy　asi−（I　l，
3：2

，
6）蝕 励 加伽 εv6 ∫雁 η1測 6vr〃o緬 「『君は天 だ．君は大地だ』

　と ［祭官は唱 え る］．他 な らぬ こ れ ら両 者 （天 と大地 ）の 為 に当 の 物 （ukha ）を火 に掛

ける事に なる，」動詞 prd一吻 は，　 SrSU，で は ddhi一鋼 に 置 き換え られて い る，　 cf．　varSrsa

I2 ，13 ；ManSrStt　1　1，3，19（後 半）
−20．　Cfi西村 2014， 注 36−38 （和訳あ り），
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8）ukha は丸く，3 又 は 5本の 陶土の 帯 を重ね上 げて 作 られる．平底 （直径約 0，24　m ）

　で ，時に 9 つ の 角を持つ （naVtiiri − KS ）．高 さ約 0．24−O．40　m ，開口部直径 0．24−1．20　m ．

　4 分の 3 の 高 さに，恐 ら く第 2 と第 3 の 陶土 の 帯の 繋 ぎ 目に 当た る場所 に ，補強の 為の

　陶土 の ベ ル トが巻か れ る．側面 の 底部か らこ の ベ ル トの 所 まで ，陶土 の 帯が 4 本，安

　定の 為 に垂直 に押 し当て られ T そ れ らの 上 部は 2，4，6，又は 8 つ の 「乳首 」（stana −）

　で 終わる （単位換算は RAu 　1972に基 づ く）．　 br．の 翻訳 は 同書 24−53．Pravargya祭で 用 い

　る Mahavira との 比較に つ い て は，　 c£ 井狩 1975．

9） MS 　1　6
，
　12：106

，
6P及び KS 　VIII　10：93

，
17P，これに対 し，曲 XI　5

，
1

，
13で は sthEIT （RAu　1972，

　447）を使用 して い る，BaudhSrSU　XVIII　45 お よ び V 巨dhAnva  12 の ヴ ァ
ージ ョ ン は容

　器に言及 しな い ．神 話全体の 枠組み とそ の 背景に つ い て は，cf ．・GOTO・2000．

10） MS 　II　l
，
11：13

，
4−5P：5δ

’

g励 所 蜘 翩 6vα晦 α’α 「彼 （Vamadeva ）は ukha の 中の 火 に 目

　 を落 と した」〜KS 　X 　5：130，5P．　 Cf．後藤 2008 及び 2014．

11）　TB　III　2，3，1Pprqノ葦ρ祕 か yφ苑6〃 2 α 5 がo ’o ．　l　tdsyokhti　asraMsetdim ．　l　y砂肖6　v面 ρ厂砂φα ’∫〜1．　I　ytit
　∫δ叨 η卿 o 肋 6肋 6vα∫α刻 y彰海勾 o 諏 彪4 π 肋 6 ゆ σぬ 吻   頃 ρ厂α∫毋 廨 砂α ．1「R は祭式 を創 り

　出 した，彼 の 2 つ の ukha （骨盤）は外れた．祭式が R なの だ，2 つ の samnayya の u   a

　が用 い られ る と い う事は ，その 事 に よ っ て ，他 な らぬ 祭式の 2 つ の ukha （鉢 ＝ 骨盤）

　を置 き添 える こ とになる．外れ落ちない ように で ある」；TB 　III　7，4，13m（ee ）dprasrainsdya

　yq／fidsya「ukhti 　tipadadhdmy　ahdm 　1　pajtibhih　sφmnitam　bibhpam 　1　indrの・α 卿 6御 磁 4阮 1「祭

　式が外れ落ちない ように ，ukha を 2 つ
， 私 は ［火に］置 き添える．家畜達に よ っ て 集

　め寄せ られた もの を，顛a （加熱 され た乳）を．そ して dadhi を，［2 つ の ukh 五は］Indra

　の 為に保 持せ よ．」TB 　III　7，4−6 は ，　Taittiriya派独 自の mantra 集 で あ る．　 III　7，4 全体の 構

　成 とその 意義につ い ては，cf．西村 2014．

12） Cf．西村 2010，

13） tdd ・6 伽 ∂’・δ碗 1ア6・碗 吻 励 翊 6抑 繍 6σ那 9ぬr吻 gd ・bhah　samit ．　111511　b砺 ・・磁

　bhch，ati　l　dntare初 諏吻δ，∂励y61丐y δ砌 6 ．．．et6bhyo 　v廓 ノのo 御 動 o ノの α 鵺 ttibhya 　evdinam θ吻

J
’
anayati ．　ll1611「15．そ の 際 ，

　 ukha は胴体
．
（dtmdn −）なの だ．　 Mufija草達 は子宮で ある ．

　麻の 布はjarayu（胎盤i等 の 胎児付属物）で ある．　 ghPtaは ulba （羊膜）である．祭火 を

　燃 え立 たせ る為の 焚 き木 は胎児で ある． 16．ukha は外側に お い て 用 い られ る．内側 に

　お い て Mufija草達が ［用 い られ る］．胴 体は外側に ，子宮は 内側 に ［あ る］か ら…こ れ

　 ら （胴体以下 ulba まで）に よ っ て，生 まれ つ つ ある ［胎児コは生 まれ るの だ．他 な ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　ぬ こ れ らに よっ て ，当の 者 （Agni）を ［祭主 は］産み 造る こ とに なる．」C £　SB　VI　6，1，24．

　ulba 及び jarayuに つ い て は cf．　NlsHIMuRA　20　12−2013．

14）1アrajaipater 加 vdi　P厂の融 ∫o吻 ｛indSya　l加 rv勿 ∫ visasraMsuk 。　sd 　vdi 　samvatsard 　evd

　praJ
’
のα ’踏，　tdsyait6ni　pdrvdipyα乃o 痂 か4yoみsamdh ガ　paur”am δs　i

‘

　cδm δva
’

sy δ cα洳 叨 〃肋 伽 司1
3511　sd ・is・鯉 ・ih．　pd ・・abhih ．　1・d　SaShka　sdrkhditu 脚 dm ・etdi ・ 伽 砌 鰄 醜 ・6 ・肋 勵 ・α…

　ρ9励 0 か6脚 Vδ加 厂δ〃めノ0み samdht 　tdt　pdrvdibhisaJ
’
ya，Tis．　 tdt　sdmadadhuk ・paurgeamatsena

　caivaSma
’
vdSyena 　ca 　paurnamdsim．　cdim δvdsydi   　ca　tdt　pdrvti．．．cδ砌〃 雁 掣 毒r 爾 翩 海 μ肋 6η’

tdt・pdrvdi＿ ll3611．．．・6ア6 励 伽 ・祕 ・’・amp ・aty 　abpavd・ati　・amp ・ati　h・i・d　P・aj
’
加 ・k

　pdrva わ傭   αりゐ dvati　hainam　p 吻 如α助 ．　sd 　evdm θv∂朋 6ぬ bhavati　yd　evdPt 　v‘緬 η’
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（264） Prajfipatiの骨盤が外れた神話 （西　村）

　 sampraty 　alpavdsati．　tdsmdd　u　sampraty 　ev6pavaset．113711「35．生 き物達 を創造 し終 えた P

　 の 諸関節 は緩み外れ た の だ ．彼 は 1年間に他 な らない の だ，P．は．彼の こ れ らの 諸関

　 節 （とい うもの ）は，昼 と夜 との 両接合点で ある，満月の 夜 と新月 （朔）の 夜 とで あ

　 る ，季節 の 諸前面 （始 ま り）である． 36．彼は，緩み外れ た諸関節 に よ っ て
， 身を起

　 こす （原義 は 「立ち上が ろ うとして 身を縮 め る」）こ とがで きなか っ た．彼 を， これ ら

　 の Haviryajfia　meを用い て，神 々 は治療 した （imperfect）．他 な らぬ Agnihotra祭 を用 い

　 て昼 と夜 との 両接合点で あるそ の 関節 を ［神 々 は］治療 した．そ れ を接合 した．他 な

　 らぬ 満月祭 と新月祭 とを用 い て ，満月の 夜 と朔 の 夜 で あ るそ の 関節 を…他 な らぬ

　catUrmasya 祭達 を用 い て季節の諸 前面で あるそ の 関節 を…それを接合 した．37．…そ

　の 際 つ まり， こ の よ うに知 りつ つ ，直ちに upavasatha を行 う者は ，ま さ し く直ちに，

　 つ ま り ， P．の 関節 を治療 する こ とに な る ，当人 を， つ まり，　 P．は援助する、そ の 際，

　 こ の よ うに知 りつ つ 直ちに upavasatha を行 う者 は， まさしくこ の よ うに食物 を食 べ る

　者 （支配階級） となる．それ故 他方，ひ とは ま さ し く直ちに upavasatha を行 うべ き

　で ある．」Cf．　GoNDA 　1986，　49．　samprati 「直ち に」は，恐 ら く満月が 上 る の を見て ，また

　 は上 る と判断 して か らす ぐに， を謂うもの と考えられる ．満月は， 日没 と同時 に東の

　空 に現れ る ，当該箇所 に先立 つ 1　6，3，31 以降の 議論 は，tittardm「後の ／次の ［夜］に」

　 upavasatha を行 う事の 是非を問題 と し て い る， こ の tittardimとの 対比 を考慮する と，白

　YV 派の 新月満月祭の 議論 におい て も，黒 YV 学派 と同様 t 動詞 vas ＋ tipa「（祭火の ）

　側で 夜 を過ごす」及び upavasathd − 「祭火の 側 で夜を過 ごす事」の 語義 に は，　 vas の 原

　義 「夜を過ごす」に 由来す る要 素が 明確 に残 されて い る と考え られ る．

15） sd 　ydk　sd 　praiaipatir　itydsraihsata 　1　aydm 　evd 　sdi　yδ ン伽 α9π 訴 の
・
α’a ’6の 6ゴゆ 肋 6　r∫緬

　litite　pura
‘

　pravdrJ
’
ana

’
d　ydthaivd　tdt　praja

‘

patir　titkrdnte　prdpd　titke，ante　viry2 　srutti
’
nne 　rikt6

　
’
鋤 042 ’掘 α∫アα 耀 吻 醜 11911’伽 α9ηぬ P緬脚 o た” 1頭 伽 fv∂加 翩 α464 εv6 和ρ厂6v吻 o η25，

　 tddyd 　enjpa　prdvrkta
”
m 　agnir 　ar6hatiyd　evaismdt 　sdpran6 〃madhyatd 　uddikramat 　sd 　evdiinaM 　sti

　6padyate．　tdm 　asmin 　dadhdty．．．lllOll「9．そ の 際 かの P．が 緩み 外れ た 所の もの ，他 な

　 らぬ こ れがこ の 火 ［壇］として築か れて い る所の それで ある．その 際，こ の ukha が空

　の 状態で，火に か ける事 に 先だ っ て 横た わ っ て い る時 ま さ し く P．が ，気息が歩み 出

　た 時 ， 生命力が歩み 出た時，食物が流 れ出た 時，空の 状 態で 横た わ っ て い た よ うに ，

　こ れ （空 の ukha ）が彼 の その （時の ）姿で あ る． 10．そ れ （ukha ）を火 にか ける ，ま

　さ し くあ たか も当の 者 （P．）をか つ て神 々 が火 にかけたかの よ うに．その 事に よ っ て ，

　当の物 （ukhE ）が 火に か け られ る とそれ に火が上 る時に，彼か ら中央か ら歩み出た他

　な らぬ その 気息，その 同 じそれが 当の 者に入 り込 む ［こ とに なる ］，それを彼の 中に定

　め 置 く… （以下 ，rukrna （祭主が 1年間身に つ ける金か銀の 飾 り）の 保持 に よっ て生命

　力が，点火用の 焚 き木達の 設置に よっ て 食物が定め置かれ る こ とに なる とい う議論が

　続 く）」．

16） C £ WINDIscH　l　888，115：RV 　VIII　68（79），
2ρ厂伽 αη励 融 κ勿砌 融 藪 ）翠6 肋 庶 「盲者 は も

　の をは っ きり見 る．麻痺 した （不 随の ）者 は逃れ出る （治 る）」 と平行 関係に ある と判

　断され る事か ら，ukhachid 一は Siropd− ‘1ahm’

に対応す る状態 と解 され る．
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